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Lirmゃ産国の
7言毎こどセ記者二ユース

援会関 やします議

主踊隠 8伊ij悼'*でし払@ 

3月20日こ厳日市で髄<、こども 箇? 材維のほか|こ、事|こ沿っ域恥、

取材教室「丙山紙」編ー。このあいだ、 カ2こども記者|こ手伝ってもらいだい全面
持こど予拘の会ージ(?月2?日 lし1なζ!?ついて:主<併んでいる三ぞ
付)で「参??雪lま票日?記事空出し十て j予?者 1人~数人巨空をかけて、ヂA
Eところ、早々|こ定員持える応lまが Uね 記者といっしザ取材してもらう機会
ありましだ。みんなの熱意lこびっくり ¥.， I をつくり定いと考えていますて
で す。¥. I こども記者のみなさんlこ活ゃくして
こども鮪酋議選Bでは、会議、豹b⑧~もらう権益を、もっと虐やせだらいい
這をつのって誇っている、いつもの散 l(ii.<I)Jな! ご磁苅をよろしくあ頗いします。
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「脇tぬか毛主う剥111.1角」
梓・繭揮命・酔疎蹴誕

おじいちゃんは、主くのアパート巴ひとりでく

らしている。ぼくはしょっちゅう、おじいちゃん

の?パート巳いく。詩がふったある白、請を貞な

ガらおじいちゃんが話してくれた。おじいちゃん

は鯖の革をぎやく巴およいで量まで合った。そこ

で由会つだのが、力ミナリの簸さん。おたがい巴

ひとめでik:えり、いっしょ巴伍ヱz逃げてきだ。
「それがあまえのおばあちゃんだ」。

このほか、援の革区議もあればIIIもあり、面通

まであるというこどものころ也νでい定援の詰怠ど、さ醤で7畠のっ

ていますが、あじいちゃんのスクールの笑き怠詰乞びっくり。くすっ

と装える 1隔です。長崎 1050筒。(曾)

3月の取材教室の

講師・阿部一義さん

丙白紙って荷?

厳目白g"sでつくられている「丙出話」

は、~甑の一つですが、この訴を逼して
負える完は、何と包いえ怠い萎らかさを

議じさせます。践で白焼けもし|こ<<、

障芋訴として長<舗しまれてきました。

まだ、宇ざわりの良さ、温もりある邑合

いから、醤緩や註醤!こ種われ定り、討舗

やi量ぜん、ランプなどに:Miされだりし
て特差詰!こなっています。

3月の鼠持議選でIct、その丙出揺をつ

くる主語を話ね、強文さんから丙出棋の

語り芳やそのt雇通、信揺巴かける憩いを
最荷。主語では、揺すきの祥厳也します。

話回参過するさどち~a~善が書<記事Ict、
3月30日荷のこども新酋で泊済する

-ý，~です。どんな新舗ができるか薬しみ
だね。

どんなところに行って取材をしてみたいか、こんな

記事を書いてみたいというアイデアも、 lま集していま

す。はがきやファクス、メールで先進に孟ってね。

ζ豆D"奮しゃ
詑老じゃ私1)"ったら

長野県には住んでいなかった

ぜっかくの偽造をちらつだので、組め!こ誌がいる「二ユース髭屠蔀」の
ことを楢量|こ泊ìffします。記員lët~i:吾ですが、みなさんの挙区届<信連
語白話酋の記事の掻fdゃ執筆巴は、量瑳かかわっていまぜん。鮪酋!こ動っ
た「議むJs'a事を、 FMラジオ掃の「由<J接請|こし芝り、ケーブルテレ
ビ局向けの文字ニュースにし芝りするのが主な仕事です。
さて「也し記者じゃなかったら」というテーマ。きっと、 001こなり
だかつだ、なっていだーということが崇められているのですが、誰長z
言えるのは、 ~L昔Zなっていなければ、観詫で~.~操!こ来ることはあっ
ても、たぶん住んでいなかったということです。
というのも、生まれてから語枝を卒遥するまで過ごしたのは、宮城操
のリアス遍昌lこある結語の街。夫ミ手は東長で、 4革主の萩まで、長田議で
仕事をするとは号言えてもいまぜんでしだ。
量館、撞ijの採局詰強を受ける話、東議!こ又荘ガ丙是した蚕妊があり、
最古'1%のひとつである主最ち員挙していましだ。勤めていれば量進から
のスタート、急着とは量うき冶をしだと語います。

ただ、 ~Iこつ怠がる「鮪画面吾」には、ひそか|こあこがれてもいまし
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定。語最巴?に草して商もないころ、話酋妊の~a~看とそ
の~Hガ詫註する通刊誌の論雇震などを謡めた、華経
の夫英雄の譜請を由きました。丙醤はすっかり怠れま ー
したが、それが百宇メディア、持lこ「結晶」と「話酋 」
~G~吾J の正季c員採を詣ったきっかけでしだ。
そういえば誌の詰めての鮪酋訴験lët、みなさんと筒じ江\~~事韮の話。
華授のみを諒子羊 (jR C)の峯員長として鼠桔を壷け、ぶさな韻量量
入りで織ったことです(合回の写真はそれ以来!)。
ところで丙是していた釜妊は、だいぶ議lこなく左よってしまつだようで
す。そのときそこlこいたら、どうしたでしょう。海通の街に麗って暮ら
すことを謹んでいたかもしれません。
そのふるさとは20'1i3局 11 目、貰百~夫麗災のj主連で夫きなfei遣を
受け、訴事誌や草寺'設の局面主、 iiXがを<怠り、克なれだ信金みもj白
えてしまいましだ。
~lZなると「もし省吾じゃなかっだら」と箸えるのはむずかしく、長
車操で面き喜らしているのは、 「議」かなーと患っています。

こども記者ニコースωìG!Iクナンバーl掠・汁で議めます~ドレスlHii!ちら liluau:r:m:S，lj，i，&iE∞.jp/nie/ 


